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   A 85-year-old woman consulted our clinic due to asymptomatic macrohematuria on January 6, 1987. 
In the cystoscopic examination, solitary and pedunculated bladder tumor was revealed. This tumor was 
located on the retrotrigonal region near the right ureteral orifice. On January 20, transurethral resec-
tion of bladder tumor was planned but the base of the tumor was stony hard, so complete resection 
was not performed. 
   On February 10, transurethral resection of bladder was performed repeatedly. At that time, the cys-
toscopic finding showed that the tumor size had increased and transurethral bladder ultrasonography showed 
invasion into the deep musculer layer. On February 17, total cystectomy and ileal conduit was done. His-
tological examination revealed poorly differentiated TCC with osteoid, bone and cartilage. 
   This patient was discharged in good condition on March 27. Heterotopic bone formation in the 
bladder tumor is rare. Ten cases were collected from the literature. We report a case of heterotopic bone 
formation and discuss the mechanism of the etiology. 
                                                    (ActaUrol. Jpn. 34: 1651-1655, 1988)
























日当科 に紹 介 された.外 来 で の膀胱 鏡 検査 で膀 胱 腫瘍
と診 断 し手 術 目的 で1月16日 当科 に転 科 とな った.
現 症:身 長137cm,体 重33kg,血 圧120/60
mmHg.胸 腹 部理 学 的 所 見 に異 常 を 認め ない.
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扁 平 上 皮2～3/hpf.移行上 皮1--2/hpf.尿細 胞診;
classII～III.
X線 学 的 検 査 所 見:IVP;腎 尿管 に 異 常 所 見を 認
め な い.膀 胱 に はballooncatheterが留置 され てい
るた め異 常 陰影 欠損 は は っき りしな い.膀 胱CT;膀
胱 後壁 に 突 出 した 腫瘍 内 の基 部 か ら表 層 にか けて石 灰
化 の所 見 を認 め る.膀 胱 外 へ の 浸 潤 は み ら れ な い
(Fig.1).
膀 胱 鏡 所見:右 尿管 口側 の膀 胱 三 角 部 後方 に 栂指 頭
大 の非 乳 頭状 有 茎 性 腫瘍 を 認 め る.
手術 所 見:1987年1月20日,腰 麻下 でTUR-Btを
施 行 した が 腫瘍 の基 部 ば石 様 硬 で 完 全 な る切除 は で き
なか った.2月10日 再 度TUR-Btを 試 み た が,腫 瘍
の 頸部 が 堤 防様 に隆 起 し増 大 傾 向 が認 め られ た.ま た
経 尿道 的 膀 胱 超音 波 像 で も腫 瘍 は筋 層 深 部 まで浸 潤 し
て い た(Fig.2).以上 の所 見 よ り浸潤 性 の 腫瘍 と判断
し,1987年2月17日全 麻下 で膀 胱 全摘 出術 お よび 回腸
導 管 造設 術 を 施 行 した.
病理 所 見:摘 出標 本 で は膀 胱 三 角 部 か ら三 角部 後方
に か け て石 灰 化 を呈 して い る 固い 部分 を中 心 に堤 防 状
に 腫 瘍 が増 大 して い た(Fig.3).腫瘍 は節 層 深部 まで
浸 潤 してお り,異 型 性 の 強 い低 分 化 の移 行 上 皮癌 で 腫
瘍 細 胞 は濃 染 す る大 きな核 と核 小 体 を有 し,核 分 裂 像
も頻繁 に 認 め た(Fig.4).以上 よ り病 理組 織 学 的 に
TCC,pT3・G3,Lx,Nx,Mo,INFβと診 断 した.
さ らに 腫瘍 内に は 網 目状 に 形 成 さ れ た類 骨組 織 を 認
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